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相分離における系の梼準関数の漸近形 -k4-

山口大学教育学部 古川括

保有系の相分離のダイナミックスにおいて構造関数Skは波数kゼロの極限

で時間的に一定の値をとらねばならない｡このことから十分時間がたった後S¢は

事実上ゼロとおける｡従ってkの小さい所でSk- 鍵 2と展開出来るだろう､との

予想があった｡事実､このことは熟的なゆらぎの効果が大きい場合は正しい｡し

かし一般に十分時間が経過した後熱的ゆらぎは無視出来る｡そうなるとk2の展開

が怪しいものとなる｡ Skの展開の最低次の項はk2ではなさそうだとする実験結

果もあったが､ハツキリした説明がなされておらず､確信が持てていなかった｡

最近､Yuengは多 くの実験やsimulationでkJになっている事を指

摘 し､同時にこのことは熟的さゆらぎが無視できるからであろうと予想 した｡講

演者はCahn-Hi11iard方程式に対して実際にkJであることを示 した｡

Cahn-HiiIiardeq.

(1) dナk/dt=Ml∫k(I)

ここです､pはオーダーパラメタ-及びケミカルポテンシャルである｡これに対

して構造関数の従う方程式は

(2) dSk/dt

2M2k4 Jot <Pk(t)"k(t,)>dt･

(2)式の被税分関数はスケイリングの拡張によって勺pkt2>U (kR (t),

も'/ t)となる｡従ってkが十分小さい所では

(3) dSk/dt｡干2M2k4くけ oJ2>t
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となる｡ケミカ)レポ≠ンシネルは非保春立セあるから､̀<沖 ｡12>は有限の値を

持つ｡従って (3)からSkはkの小さい所でkJに比例して立ち上がる事になる｡

一般に物質の洩れが単純にケミ-カルポテンシャルの空間微分に比例する場合は

kJが成 り立つ｡年書に固休では十分時間が立てばCahn-H i11iard

eq.が正しいと考えられるからkJは正しいと考えられ名.-しかし液体ではk4

か成り立うかどうかはハツキリしない｡このこともあって ､mobi廿tyが著しくオ

⊥ダーバラメタ｣に扱者する場合,即ち

(4) M MOくす82-1･2)

の場合Skの漸近形がどうなるか調べたが､やはりk4が成り立っている様に思わ

れる｡ー ここでや8はバルクにおけるオーダーバラメタ-の値､従ってmobiHt,yは

界面上でのみ値をもっこ図は (4)の場合､Oonlo-i'turiの方法で計算し

た構造関数である｡
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